
①

②

③

④

①

②

③

④

２．基本事業の目的と成果把握

４．施策の基本情報

５．施策全体の総括・今後の課題・今後の方向性

施
策
の
基
本
情
報

・社会の状況が著しく変化する中で、観光、まちづくり、国際交流、福祉、教育、産業等の関連分
野との連携を視野に入れた、総合的な文化芸術政策の展開が求められ、特に、文化を起点とし
た観光と経済の振興に対する期待が高まっている。
・地域の特性に応じた文化芸術に関する施策を積極的に推進する。（国）
・心豊かな県民生活と地域社会の実現に向け「みんなで育み、誇るとちぎの文化」を基本目標と
し、文化振興施策の取組を展開する。（県）
・鋳物展示施設の設置等、天明鋳物を活用したまちづくりの要望（市民、市議会）
・伊藤若冲の「菜蟲譜」の定期的な公開、自己保有している美術品の寄贈の要望（市民）
・令和５年１月に、天明鋳物が地域団体商標として登録されたことに続き、令和６年３月に、天明
鋳物の生産用具及びその製品が国重要有形民俗文化財に指定され、天明鋳物の認知度向上
と鋳物業継承に向けて産業と文化の両面で新たな取組の段階に入ったといえる。

・文化芸術に関わる展覧会や体験教室
等に積極的に参加することが求められ
る。 
・市民文化の主体は市民自身であり、自
身の活動や団体の活動の情報を積極的
に発信するよう努める。 
・様々な伝統芸能を次世代へ継承する
ように努める。

・企業には、文化芸術活動への協力や
支援が求められ、地域社会を構成する
一員として、地域の活性化に貢献して
いくことが期待される。

・積極的に文化芸術情報を収集し、広く市民
に提供するよう努める。 
・現代的なものから伝統的なものまで、様々
な分野の文化芸術に触れる機会の提供や
活動の支援に努める。 
・文化芸術活動の拠点となる施設について、
安全安心に利用できるよう環境整備に努め
る。

・「子どもふれあい文化芸術事業」は、実施校と、出演する本市ゆかりのプロのアーティストの登録者がそれぞれ
増加傾向にある。さらに、全国高等学校総合文化祭をはじめとする全国大会に出場する学校や生徒も増加して
おり、次世代の本市の文化活動を担う人材育成の可能性の拡がりが見られる。
・現状の文化団体や郷土芸能団体は、世代交代ができないまま高齢化が進み、将来的に活動の縮小が危惧さ
れるため、各文化団体においては、若い新団体の発掘や既存団体への若手の参入、また各郷土芸能団体にお
いては、後継者の発掘・育成と、技能の継承が課題である。
・天明鋳物のまちづくりは、Ｒ４年度に地域団体商標登録、Ｒ５年度に生産用具の国重文指定が実現し、産業及
び文化の両面から次の展開に移る段階に入ったといえる。メディアに登場することが増えたことにより、台湾の起
業家グループや国内ＡＬＴのツアーの行程に、鋳物工房見学が取り入れられた。また、市天明鋳物振興協議会で
は、産業面での取組も始まり、大型展示商談会への出展やクリケットと連携して、インドのお茶文化に着目した
ティーポットの商品開発について検討が始まっている。
・美術館をはじめとする文化施設の来館者数がコロナ禍以降低迷している。これは、従来の来館者の年齢層が
比較的高めであったことが要因のひとつと考えられ、運営方法の工夫が必要である。
・文化会館リニューアル事業は、事業形態にＤＢＯ方式を採用し、公募型プロポーザル方式により事業者を選定、
契約締結した。今後は、要求水準と提案内容をすり合わせ、実施設計を作成する。
・コスト面については、施策のR５年度決算総額158,551千円。、佐野ルネッサンス鋳金展の終了と隔年開催の牧
歌舞伎地元公演を開催しない年であったこと、文化会館リニューアル事業が１２月に契約締結であったことによる
事業初年度の支出が抑えられたことにより、前年比△6.400千円となったが、Ｒ６年度からはコストが膨らむので、
各事業での工夫を要する。

【令和６年度で解決する課題】
文化会館リニューアル事業の実施設計を完了させる。

【令和７年度以降にも引き継がれる課題】
①次世代につながる文化活動全般のさらなる推進
②天明鋳物の認知度向上のための取組
③美術館等文化施設の来館者数増のための取組
④吉澤記念美術館の収蔵作品のデジタル化
⑤天明鋳物関連の作品、資料の保管や飽和状態になりつつ
ある美術館収蔵庫を補完する施設や場所の検討

【令和７年度重点課題】
⑥文化会館リニューアル事業に係る新たな運用方針の検討

①文化協会が自立化する仕組みを作るとともに、若い世代を
巻き込み市民がより文化芸術に親しめる新たな事業の検討
と、郷土芸能継承のための取組を検討する。また、今後、子ど
もふれあい文化芸術事業の実施希望がさらに増えることが想
定されることから、事業の充実を図ることが必要となる。
②天明鋳物の活用に関し組織横断的に取り組む。また、産業
政策課や商工会議所と連携し、商品開発や販路開拓の取組
と、文化財課との連携による歴史文化面からのPRを行う。
③吉澤記念美術館において、これまで隔年で公開していた「菜
蟲譜」を毎年定期的に公開することにより、集客を図る。
④県の事業と連携して、引き続き美術館収蔵作品のデジタル
化を進める。
⑤文化財課と連携して天明鋳物関連の収蔵・展示施設、市が
所蔵する美術品の収蔵施設に関する研究をする。
⑥文化会館リニューアル事業は、建築住宅課と連携して、R8
年12月竣工に向けて事業の進捗を監理するとともに、指定管
理者と連携して、R9年4月のリニューアルオープンに向けた利
用料金や運用方法等の検討と、それに伴う例規整備及びその
周知を行う。

文化芸術
に触れる
機会の充
実

①市民 
②児童・生
徒 
③文化団
体

①、②文化芸術に
触れ、体験する機
会を拡充する。 
③市民文化の核と
なる文化協会や
（公財）事業団との
連携を図る。

文化資源
の有効活
用

①天明鋳
物 
②郷土芸
能 
③吉澤記
念美術館
収蔵品

①、②、③特色あ
る地域資源の有効
活用を図り、地域
の活性化につなげ
る。

文化芸術
施設の基
盤強化

①施設利
用者

①施設利用者の満
足度を高めるととも
に、利用者の増加
を図る。 ②

施設利用者数（5
館）

人 ②

③ ③

④ ④

①
施設利用者の満
足度が高い割合

％ ①

②
学校訪問事業等
実施数

校 ②
伝統芸能事業へ
の参加団体数

団
体

③
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施策の成果実績と施策の基本情報及び施策コストに関する全体総括 今後の課題 今後の方向性

政策体系
施策主管課長

文化推進課

林田　治美

施策の目的
「対　象」

①市民 
②文化資源 
③文化芸術施設

① 文化活動を行うか、美術館や展示会、講演会
などに参加・鑑賞している割合 ％

②
市内の文化財、郷土芸能を知ってい
る割合（天明鋳物）

％

③
施設利用者の満足度が高い割合

％
成果指標の
取得方法

④

①
美術館、陶芸館入館者
数

社会情勢変化、国・県の動向、市民・議会意見等 施策の成果向上に向けての役割分担

市民 事業所 行政

・アーティストが学校を訪問し、本物の文化芸術に触れ、体験する機会を　　提供する「アウトリー
チ事業」を実施することで、子どもの頃から文化芸術に親しむ環境づくりを進める。
・「天明鋳物」の地域団体商標の登録化を目指すとともに、日帰りツアーや　新商品開発の検討
など、観光及び産業分野との連携により、天明鋳物の　まちづくり事業を進めていく。
・施設利用者が安全安心に利用できるよう、施設の改修や設備の更新を行い、適切な維持管理
に努める。文化会館についてはＰＰＰ／ＰＦＩ手法導入により、大規模改修事業者を選定する。
・公益財団法人佐野市民文化振興事業団等との共催など、官民連携による　各種事業を実施
し、市民の文化芸術に触れる機会を充実させる。
・「天明鋳物」「牧歌舞伎」「菜蟲譜」等、特色ある資源を活用するとともに、伝統ある工芸や芸能
の後継者育成を進める事で、文化芸術活動の活性化を図る。
・吉澤記念美術館の収蔵作品の一部について、デジタル画像を活用した　　デジタルコンテンツ
を制作し、新たな魅力を発信する。
/

取組
方針

【施策の取組方針達成状況】
・小学校及び義務教育学校前期課程の児童を対象に、音楽、伝統芸能及びフレスコ画等
のプロのアーティスト延べ27人が学校に訪問して演技や実技指導を行った。（子どもふれあ
い芸術鑑賞事業）
・天明鋳物振興協議会を核として、都内の大規模な展示商談会に出展した。また、本市へ
の海外からの訪問団等が鋳物事業者を視察したり、各種メディアで取り上げられる機会が
増加し、認知度が向上した。（天明鋳物のまちづくり推進事業）
・市文化協会は全19部門がそれぞれに文化祭を開催したほか、Ｒ６年２月に大規模な総合
文化祭を開催したことで、文化活動に参加、鑑賞した市民の割合の増加につながった。（佐
野市文化協会支援事業）
・本市の伝統芸能を市内外の人々に広く紹介し、次世代に継承するために、佐野市郷土芸
能フェスティバルを開催し、延べ600人が来場した。また、延べ3回の学校訪問事業を実施し
た。（佐野市郷土芸能保存会連絡協議会支援事業）
・吉澤記念美術館所蔵作品51点を、県の事業を活用してデジタル化しアーカイブした。（美
術館展覧会開催事業）
・施設を安全安心な維持管理とサービス提供により、利用者の満足度が向上している。（文
化施設指定管理事業）
・民間活力（ＤＢＯ方式）による文化会館大規模改修を進めるため、事業者を選定し、契約
を締結した。（文化会館リニューアル事業）

【施策・基本事業の成果指標達成状況】
・美術館等展示施設の入館者数が、コロナ禍の時期から回復できないだけでなく、減少傾
向にある。
・文化施設の満足度と利用者数、天明鋳物の認知度、伝統芸能の参加団体数は、目標未
達ではあるが、前年比で増となった。

成果
指標

一部未達成

全て未達成

④ ④

施
策

実績 実績

全て達成

一部未達成

全て未達成

３．施策の目標達成度評価
令和５年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

全て達成

目標 目標

実績 実績

目標 目標

実績 149,619 189,563 実績

目標 210,000 215,000 220,000 225,000 目標

実績 83.3 86.0 実績

目標 86.0 86.5 87.0 87.5 目標

実績 実績

目標 目標

実績 81 78 実績 4,745 3,150

目標 76 77 78 79 目標 14,000 14,500 15,000 15,500

実績 30 22 実績 4 5

目標 15 17 19 21 目標 5 7 9 12

人 ①
天明鋳物を知って
いる割合

％
実績 6,285 4,938 実績 72.5 72.9

R6 R7

目標 16,000 17,000 18,000 19,000 目標 75.5 76.0 76.5 77.0

実績

基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 R4 R5 R6 R7 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 R4 R5

市政に関するアンケート

実績 83.3 86.0 市政に関するアンケート

目標 施設利用者からのアンケート

実績 72.5 72.9

目標 86.0 86.5 87.0 87.5

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 R4 R5 R6 R7

目標 53.5 55.0 56.5 58.0①市民の文化芸術活動が活発に行われている
状態 
②文化資源が関心を持たれる状態 
③施設を利用した時の満足度が高い状態

実績 43.1 47.9

目標 75.5 76.0 76.5 77.0

市内の文化芸術施設数（市立） 館 3 3

施策関係課 文化財課

１．施策の目的と成果把握
この施策は、誰、何を対象としているか 対象指標 単位 R4 R5 R6 R7

成果指標
設定の考え方

①文化芸術施設の利用者が多いほど文化活動
が活発に行われていると考えられるため、また
何らかの文化活動を行うか、講演会や展示会
等に参加・活動している割合を増やすことが、活
発な状態につながると考えられるため、設定し
た。 
②文化財や郷土芸能を知っている割合が高い
ほど、文化資源に関心を持っていると考え設定
した。 
③施設利用者の満足度が高いほど、施設の充
実が図られていると考え設定した。

施策の目的
「意　図」

市の人口 人 115,700 114,695

指定文化財、登録文化財件数 件 269 274

基本目標名 2 新たな流れの創造による賑わうまちづくり
政　策　名 3 歴史・文化を守り育てるまちづくり
施　策　名 1 文化芸術活動の推進

令和６年度　施策・基本事業マネジメントシート　（令和５年度実績に基づく評価） 作成日 令和 6 年 7 月 30 日


